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序 章

グローバル経済の急速な発展に伴って、社会の競争が激しくなり、人々の抱えているストレ

スもますます増えている。20 世紀にアメリカで誕生した従業員支援プログラム（EAP）は、従

業員の仕事のストレスの緩和、従業員の心理的問題の改善および従業員の心身的健康と仕事の

パフォーマンスの向上などの面で著しい成果をあげた。

EAP(Employee Assistance Program：従業員支援プログラム)はメンタルヘルスの側面か

ら従業員を支援するプログラムである。職場の複雑な人間関係や家族の問題などによるメンタ

ルヘルス不調やうつ病を予防し、従業員や家族の心の健康をサポートするシステムである。

第 1 章 従業員支援プログラム（EAP）の研究史

EAP の概念により、EAP の世界諸国における発展の状況を概観する。EAP の諸外国における発

展が中国にもたらしたインスパイアを分析しながら、中国における EAP の役割について検討し

た。

第 2 章 問題提起

現在の中国人勤労者のストレス状況について客観的な尺度を用いて明らかにした研究は少

なく、どのような EAP プログラムが必要とされているのかについての研究も少ない。さらに、

職場メンタルヘルスの視点から従業員を管理することが求められ、企業は人的資源管理システ

ムの中に EAP などのメンタルヘルス改善のための方法について分析を試みた。

第 3 章 従業員支援プログラム（EAP）研究の目的

第一の目的は、人事担当責任者が従業員のメンタルヘルスの現状をどのように認識している

か、メンタルヘルス改善のための支援としてのＥＡＰをどのように認識しているかについて把

握することであった。第二の目的は、現在の中国人勤労者のメンタルヘルスの現状を信頼性の

確認された客観的尺度を用いて評価することであった。

したがって中国における EAP の発展・対策を講じて中国の企業の EAP を推し進めるために有

効な資料を提供することが本研究の主な目的であった。

第４章 中国における企業の人事担当者に対する EAP 意識のインタビュー調査

現職の中国における中国企業と日系企業の人事担当責任者が従業員支援プログラム（EAP）

への認知度とストレス管理の現状をどのように把握しているかについて調査を行った。人事担

当責任者の従業員のメンタルヘルス改善の現状の認識およびメンタルヘルス改善介入のため

の支援としての EAP への認識について考察した。
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第 5 章 中国人従業員に対するメンタルヘルスのアンケート調査

目的：

現在の中国人勤労者のメンタルヘルスの現状について明らかにすることを本研究の目的

とした。

方法：

アンケート調査の実施日には研究担当者が日中翻訳テクニック授業の休憩時間（夕方の６

時～６時１５分）を利用して、日本語の尺度を使うので、日本語の翻訳業務を担当する中国人

従業員に対して研究調査依頼文と調査票を配布し、調査への協力をお願いした。

結果と考察：

1) 対象者の属性について

中国人従業員を対象とするアンケート調査では、回答者 100 名のうち、男性の平均年

齢は 31.58 歳、女性の平均年齢は 31.28 歳であった。性別による年齢の違いがあまりな

かった。本調査 A 社の従業員の学歴は大卒 78 人、大学院卒 22 人であり、教育水準は高

かった。中国では 40 年前に一人子政策を実施して以来、都市部子供の教育水準が全体的

に高い傾向にあることによると考えられる。

2) 性別について

調査対象とした A 社は、調査を受けた管理職のうち、係長、課長に女性社員が含まれて

いたが、部長の 4人は男性社員のみで、女性社員はいなかった。しかし、今回の調査に含

まれていないが本調査 A社の社長は女性であり、女性が高い職位になる可能性が大きいと

考えられ、職位における性別による違いは日本ほどないのではないかと考えられる。

3) 年代について

本調査の年代別によるワーク・エンゲイジメントと組織サポートの得点は

Matsuda(2010)らのデータよりも高かった。しかし、身体愁訴では、全体的に中国人の従

業員は日本人の従業員より得点が高かった。特に中国人の男性社員は女性社員より得点

が高かった。本調査の結果からは、特に男性に対するストレスマネジメントの研修やカ

ウンセリングが必要といえる。

4) 職位について

本研究の中国人勤労者の職位別による各尺度得点の違いを検討した結果では、一般社

員は管理職（係長・主任，課長，部長・次長）に比べて、 ワーク・エンゲイジメントと

組織サポート得点も低かった。一方、身体愁訴では管理職である課長の得点が一般社員

よりかなり高かった。

課長が抱えているストレスが目立っており、今後はメンタルヘルスの問題のみでなく、

健康問題にも留意することが必要といえる。したがって、従業員の EAP によるメンタル

ヘルスの改善をすると同時に管理職である課長が EAP メンタルヘルス支援の主な対象者

となる可能性がある。
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5) 中国企業 A社における性別、年代、職位による各尺度の違いの検討

A社における 40代社員の役職構成は男性（部長 4人，課長 3 人，係長・主任 1人）で

あり，女性（課長 1人，係長・主任 4 人）であった。40 代男性の役職は 40代女性社員よ

りかなり高かった。性別によるメンタルヘルスに及ぼす役職の重要性が反映されたので

はないかと考えられる。職場のやる気を出させるために，職位が上がることは非常に重

要であると考えられる。

6)中国企業 A 社における性別、年代、職位および各尺度間の関連性の検討

A 社では役職によって，経済的な数値に影響している可能性が考えられる。しかし，

組織ではすべての社員の役職を上げることができない。組織のワーク・エンゲイジメン

トを向上させるためには，組織サポートの方法を改善することが大きなポイントではな

いかと考えられる。そこで、総合考察の EAP のあり方についてさらに述べたい。

第 6 章 総合考察

EAP は中国に導入されてまもない新しい方法である。本研究では，多くの EAP 文献レビュー，

人事担当者へのインタビューと企業の従業員へのアンケート調査の実施という3つの観点から

検討した。今回のインタビュー調査の結果では，中国における日系企業及び中国企業ともに EAP

の認識は低く，どのような実施の方法があるのかがほとんど模索段階であった。そこで、多く

の EAP 文献レビューを通して中国企業の EAP プログラムの特徴，中国における EAP サービスの

問題点とそれを解決するための対策について総合考察を試みた。

本研究は中国企業における EAP 実施の必要性を把握するために、中国人勤労者を対象者とす

るメンタルヘルスのアンケート調査を行った。しかし、時間と条件の制限で中国の 1企業だけ

を対象とした。今後，さらに多くの企業において，調査を行っていくことが必要である。

終章

最後の終章では、本研究の結論をまとめ、残された課題を提示した。
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